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調査の概要 



 

２ 

 

全体 (n=2,011) %

引退した 48.0 ||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||
自営業 15.0 |||||||||||||||

非常勤（パート・アルバイト等） 10.8 ||||||||||
職に就いたことがない 8.1 ||||||||

常勤（フルタイム） 6.9 ||||||
求職中 1.0 |
その他 6.2 ||||||
無回答 5.7 |||||

全体 (n=2,010)

男性

女性

41.1%

58.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集計結果の表記方法  

グラフの見方  

 グラフは、通常、見開きの左側に配置しています。 

 

単数回答 

 単数回答（１つに○）形式の設問は、帯グラフで表示。 

 小数点以下第２位を四捨五入して表示しているため、合計が 99.9％

や 100.1％など、100％とならない場合があります。 

 n は、回答者数(集計の母数)。 

 

 

 

 

 

 

 

複数回答 

 複数回答（○はいくつでも）形式の設問は、棒グラフで表示。 

 一人の回答者が複数〇を付けられるため、割合の合計値が 100％と

なりません。 

 多い順に並び替え。ただし、順番に意味がある場合や「その他」につ

いては、選択肢順。 
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n

2,011 47.0 23.5 32.4 39.6 11.8 45.6 4.2 3.5 0.0

性別 男性 826 67.1 17.1 21.8 27.2 5.8 32.4 4.4 5.3 0.0

女性 1,184 32.9 28.0 39.8 48.3 16.0 54.7 4.1 2.3 0.0

年齢 65～69歳 482 58.3 19.9 32.2 43.2 6.8 50.8 3.7 2.7 0.0

70～74歳 516 55.0 20.5 31.4 39.0 14.1 51.0 3.5 2.5 0.0

75～79歳 496 42.9 20.8 32.3 45.4 14.5 48.6 4.2 4.8 0.0

80～84歳 294 33.3 29.9 33.0 32.7 10.5 34.7 5.1 4.4 0.0

85～89歳 162 34.0 30.9 34.0 28.4 13.0 30.2 5.6 3.1 0.0

90歳以上 60 21.7 48.3 36.7 35.0 13.3 26.7 5.0 5.0 0.0

性別 男性-65～74歳 434 71.4 13.4 19.8 29.3 6.5 35.7 2.8 4.6 0.0

× 男性-75～84歳 319 63.0 19.4 23.5 27.9 5.3 32.3 6.0 6.6 0.0

年齢 男性-85歳以上 73 58.9 28.8 26.0 12.3 4.1 13.7 6.8 4.1 0.0

女性-65～74歳 564 45.2 25.5 41.0 50.0 13.8 62.6 4.3 1.1 0.0

女性-75～84歳 471 23.4 27.4 38.6 49.3 18.3 51.0 3.6 3.4 0.0

女性-85歳以上 149 16.8 38.9 38.9 38.9 17.4 36.9 4.7 3.4 0.0

別居の子ども 友人 無回答

全体

配偶者 兄弟姉妹・親戚・親・孫 その他

同居の子ども 近隣 そのような人はいない表頭 

表側 

 

集計表の見方  

 集計表は、通常、見開きの右側に配置しています。 

 複数の質問項目間の関係を示すことができるのがクロス集計表です。

横計を基数にした横のパーセント表示になっています。 

 「性別」「年齢」等が記してあるところを表側、質問の選択肢が記し

てあるところを表頭といいます。 

 表側（例えば性別）の視点で見たときの、表頭（例えば心配事や愚痴

を聞いてくれる人が「配偶者」）をみます。 

 また、表頭の関心事に対して、その説明要因を表側で探しやすくする

ために縦に色分けしています。 

 

 n は、質問に対する無回答を含む集計対象総数で割合算出の基準で

す。 

 クロス集計表の表側は、無回答を除いているため、各層の実数と集計

対象総数が一致しないことがあります。 

 グラフや集計表の選択肢（カテゴリー）は、文字数の制約のため、簡

略して表記している場合があります。 

 

 

 

 

 

 

  



 

４ 

 

調査概要  

調査の目的  

五所川原市では、65 歳以上の高齢者の現在の健康状態及び地域課題

を明確に把握し、令和８年度の「介護保険事業計画及び高齢者保健福祉

計画」の策定や、今後の介護予防のための取り組みに活かすことを目的

に調査を実施しました。 

 

調査の対象・調査方法  

調査の対象 

令和７年７月１日現在で 65 歳になられた方 

（※要介護１～５の方を除く） 

 

調査（配布）の方法・時期 

郵送配布・郵送回収方式 

令和７年 10 月１日～10 月 28 日 

 

調査票配布数と回収状況 

 

配布数 3,000 票 100.0% 

回収数 2,011 票 67.0％ 

有効回答数 2,011 票 67.0％ 

  



 

５ 

 

調査項目  

あなたのご家族や生活状況について ６問 

からだを動かすことについて 10 問 

食べることについて 10 問 

毎日の生活について 18 問 

地域での活動について 10 問 

就労について ３問 

たすけあいについて ８問 

健康について ７問 

認知症にかかる相談窓口の把握について ２問 

五所川原市が独自に追加した質問 ７問 

 

 

日常生活圏域  

日常生活圏域とは、地域包括ケアシステムの基礎となる範囲であり、

要介護高齢者が、住み慣れた地域で自宅からおおむね 30 分以内にサー

ビスを受けることができる範囲です。具体的には、五所川原市では、五

所川原、金木、市浦の３圏域に設定しています。 



 

６ 

 

全体 (n=2,011)

男性

女性

照合不能

41.1%

58.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=2,011)

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳～

照合不能

24.0%

25.7%

24.7%

14.6%

8.1%

2.6%

0.4%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者の属性  

性別  

 「男性」の割合が 41.1％、「女性」が 58.9％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢  

 「70～74 歳」の割合が 25.7％と最も高く、次いで「75～79 歳」

が 24.7％、「65～69 歳」が 24.0％、「80～84 歳」が 14.6％、

「85～89 歳」が 8.1％の順です。 

 「前期高齢者（65～74 歳）」の割合は 49.7％、「後期高齢者（75

歳以上）」の割合は 50.3％、うち「85 歳以上」の割合は 11.1％で

す。 

 

 



 

７ 

全体 (n=2,011)

一般高齢者

介護予防・日常生活支援総

合事業対象者

要支援１

要支援２

照合不能

94.5%

1.7%

1.8%

1.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 (n=2,011)

五所川原圏域

金木圏域

市浦圏域

照合不能

77.2%

18.3%

4.4%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

要介護度等区分  

 「一般高齢者」の割合が 94.5％と最も高く、次いで「要支援２」が

1.9％、「要支援１」が 1.8％、「介護予防・日常生活支援総合事業

対象者」が 1.7％の順です。 

 「介護予防・日常生活支援総合事業対象者」「要支援１」「要支援２」

を合わせた割合（以下「要支援１・２」という）は 5.4％です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活圏域  

 「五所川原圏域」の割合が 77.2％と最も高く、次いで「金木圏域」

が 18.3％、「市浦圏域」が 4.4％の順です。 

 

 

 

 



 

８ 

 

全体 (n=2,011)

あて名のご本人が記入

ご家族が記入

その他

無回答

78.3%

14.2%

0.3%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 

調査票の記入者  

 「あて名のご本人が記入」の割合が 78.3％と最も高く、次いで「ご

家族が記入」が 14.2％、「その他」が 0.3％の順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

設問ごとの集計結果 
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家族や生活状況について 

家族の状況  

１- １ 家族構成をお教えください 

「女性」は「男性」に比べて「１人暮らし」の割合が高くなっていま

す。また、85 歳未満では年齢が高くなるほど「１人暮らし」の割合は

増加しています。 

 「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」の割合が 27.9％と最も高

く、次いで「１人暮らし」が 23.5％、「息子・娘との２世帯」が 21.1％、

「その他」が 19.4％、「夫婦２人暮らし（配偶者 64 歳以下）」が

5.8％の順です。 

 「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」と「夫婦２人暮らし（配偶

者 64 歳以下）」を合わせた「夫婦２人暮らし」の割合は 33.7％で

す。 

 「男性」を「家族構成」別の割合でみると、「夫婦２人暮らし（配偶

者 65 歳以上）」が 36.8％、「その他」が 18.4％、「息子・娘との

２世帯」が 17.6％、「１人暮らし」が 15.7％、「夫婦２人暮らし（配

偶者 64 歳以下）」が 9.4％です。 

 「女性」を「家族構成」別の割合でみると、「１人暮らし」が 28.9％、

「息子・娘との２世帯」が 23.6％、「夫婦２人暮らし（配偶者 65

歳以上）」が 21.8％、「その他」が 20.1％、「夫婦２人暮らし（配

偶者 64 歳以下）」が 3.3％です。 

 「１人暮らし」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 15.7％、

「女性」が 28.9％と、13.2 ポイント差です。また、「性別×年齢

（３区分）」別にみると、「女性-75～84 歳」が 36.5％と最も高

く、同年齢層の「男性-75～84 歳」が 16.0％と 20 ポイント強の差

です。 

 「１人暮らし」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 40.4％、「一般高齢者」が 22.5％です。 
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介護・介助の状況  

１-２ あなたは､普段の生活でどなたかの介護･介助が必要ですか 

年齢が上がるほど介護を必要としない方の割合は減少し、特に「女性・

85 歳以上」や「１人暮らし」の方でその割合が高くなっています。 

 「介護・介助は必要ない」の割合が 83.0％と最も高く、次いで「何

らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 6.2％、「現

在、何らかの介護を受けている」が 5.6％の順です。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を年齢（６区分）別にみると、「65

～69 歳」が 92.9％と最も高く、年齢とともに割合が低くなり、「90

歳以上」が 50.0％と最も低くなっています。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみ

ると、「女性-85 歳以上」が 51.7％と最も低く、同年齢層の「男性

-85 歳以上」の 69.9％と比べて 18.2 ポイント低い割合です。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を「家族構成」別にみると、「１人

暮らし」が 79.2％と、他の家族構成と比べて最も低いです。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よ

い」が 88.6％、「よくない」が 65.7％です。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を「主観的幸福度」別にみると、幸

福度が高いほどその割合が高く、「幸福（８～10 点）」が 86.7％、

「不幸（０～２点）」が 57.1％です。 

 「介護・介助は必要ない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「金

木圏域」が 85.1％、「五所川原圏域」が 82.8％、「市浦圏域」が

78.7％です。 
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１-２-１ 介護･介助が必要になった主な原因はなんですか 

「男女」ともに「高齢による衰弱」の割合が高く、特に 80 歳以上で

高くなっています。「男性」は「視覚・聴覚障害」「糖尿病」、「女

性」は「骨折・転倒」「関節の病気（リウマチ等）」の割合が高いで

す。 

 「高齢による衰弱」の割合が 33.3％と最も高く、次いで「その他」

が 21.9％、「骨折・転倒」が 13.9％、「脳卒中（脳出血・脳梗塞等）」

が 12.2％、「認知症（アルツハイマー病等）」と「視覚・聴覚障害」

が 11.8％の順です。 

 「男女」ともに「高齢による衰弱」の割合が最も高く、「男性」が

30.4％、「女性」が 34.4％です。次いで、「男性」は「視覚・聴覚

障害」が 17.7％、「糖尿病」が 13.9％、「認知症（アルツハイマー

病等）」が 12.7％の順です。「女性」は「骨折・転倒」が 15.3％、

「関節の病気（リウマチ等）」が 13.4％、「心臓病」が 12.1％、「認

知症（アルツハイマー病等）」が 11.5％の順です。 

 「高齢による衰弱」の割合を「年齢（６区分）」別にみると、「75

～79 歳」が 18.4％、「80～84 歳」が 44.6％、「85～89 歳」が

46.3％、「90 歳以上」が 53.6％と、年齢とともに高くなり、特に

80 歳以上で高くなっています。 
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１-２-２ 主にどなたの介護､介助を受けていますか 

「男性」は「配偶者」、「女性」は「子（娘・息子）」が主な介護者

となる傾向が見られます。年齢が上がるにつれて、介護者が「配偶者」

から子や「介護サービスのヘルパー」へ移行する傾向があります。特

に「１人暮らし」では、「娘」や「介護サービスのヘルパー」が主な

支え手となっています。 

 「娘」の割合が 38.1％と最も高く、次いで「介護サービスのヘルパ

ー」が 24.8％、「息子」が 23.9％、「配偶者(夫・妻)」と「その

他」が 20.4％の順です。 

 「配偶者」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 41.2％、「女

性」が 11.4％で、「男女」差は 29.8 ポイントです。「男性」は年齢

が高くなるとその割合が高くなり、「女性」は年齢が高くなると割合

が低くなっています。 

 「娘」の割合は「全体」では 38.1％、男女別でみると、「女性」が

44.3％、「男性」が 23.5％と、20.8 ポイント差です。また、「年

齢（６区分）」別にみると、70～89 歳の割合が高いです。 

 「息子」の割合は「全体」では 23.9％、「男女」別でみると、「女

性」が 27.1％、「男性」が 14.7％と、12.4 ポイント差です。また、

「年齢（６区分）」別にみると、75 歳以上の割合が高いです。 

 「介護サービスのヘルパー」の割合は「全体」では 24.8％、「家族

構成」別にみると、「１人暮らし」が 41.2％と高い割合です。また、

「日常生活圏域」別にみると、「金木圏域」が 40.0％、「五所川原

圏域」が 23.0％、「市浦圏域」が 0.0％です。 
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暮らしの状況  

１-３ 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか 

「男女」や「年齢」による大きな差はみられません。経済的に「苦し

い」と感じる割合は、「１人暮らし」や「職歴なし」で高い割合です。 

 「ふつう」の割合が 51.5％と最も高く、次いで「やや苦しい」が

31.8％、「大変苦しい」が 10.4％、「ややゆとりがある」が 4.4％、

「大変ゆとりがある」が 0.6％の順です。 

 「やや苦しい」と「大変苦しい」を合わせた「苦しい」の割合は 42.2％、

一方、「ややゆとりがある」と「大変ゆとりがある」を合わせた「ゆ

とりがある」の割合は 5.0％です。 

 「苦しい」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 43.2％、「女

性」が 41.4％で、「男女」差は僅かです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「70～74 歳」が 44.4％で最も高く、「85～89 歳」

が 37.0％と最も低く、年齢による大きな差はありません。 

 「苦しい」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」が 47.7％

で最も高く、「夫婦２人暮らし」が 37.3％で最も低いです。 

 「苦しい」の割合を「就労状態」別にみると、「職歴なし」が 52.5％

で最も高く、「自営業」が 33.8％で最も低いです。 

 「苦しい」の割合を「主観的幸福度」別にみると、幸福度が低いほど

その割合が高く、「不幸（０～２点）」が 81.0％、「幸福（８～10

点）」が 28.2％です。 

 「苦しい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「（あまり）よく

ない」が 59.4％、「（とても・まあ）よい」が 37.5％です。 
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１-４ お住まいは一戸建て､または集合住宅のどちらですか 

「持家（一戸建て）」が約９割を占めますが、「１人暮らし」や経済

的に苦しい層では「賃貸住宅」の割合が他の家族構成と比べて高い割

合です。 

 「持家（一戸建て）」の割合が 87.8％と最も高く、次いで「公営賃

貸住宅」が 4.0％、「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 2.5％、「借家」

が 2.0％、「その他」が 1.4％の順です。 

 「賃貸住宅（公営住宅・一戸建て・集合住宅）」の割合は「全体」で

は、7.5％で、「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」が 7.4％、

「要支援１・２」が 9.2％です。 

 「賃貸住宅」の割合を「経済的状況」別にみると、「苦しい」が 11.0％、

「ふつう」が 5.0％、「ゆとりがある」が 4.0％です。 

 「賃貸住宅」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」が

20.1％と、他の家族構成と比べて高い割合です。 

 「持家」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸(０～２点)」

が 73.8％、「やや不幸(３～４点)」が 76.9％、「どちらでもない

(５点）」が 85.2％、「やや幸福（６～７点）」が 89.2％、「幸福

（８点以上）」が 92.6％です。 

 「公営賃貸住宅」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「五所川原

圏域」が 4.0％、「金木圏域」が 4.9％、「市浦圏域」が 0.0％です。 
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からだを動かすことについて 

足腰の状況  

２-１ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 

年齢が上がるにつれて、特に「女性」で低下する傾向が見られます。 

 「できるし、している」の割合が 58.5％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 19.9％、「できない」が 19.6％の順です。 

 「できない」の割合を男女別にみると、「女性」が 24.0％、「男性」

が 13.4％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳以上」

が 56.7％、「85～89 歳」が 43.2％、「80～84 歳」が 30.6％と、

年齢が高いほどその割合が高くなり、特に 85 歳以上での割合が高く

なっています。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別でみると、「女性

-85 歳以上」が 57.7％、「男性-85 歳以上」が 24.7％と、85 歳以

上では「男女」差が 33.0 ポイントです。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 63.3％、「一般高齢者」が 17.1％です。 

 「できない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が

42.3％、「よい」が 12.2％です。 

 「できない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「市浦圏域」が

20.2％、「五所川原圏域」が 20.0％、「金木圏域」が 17.9％です。 
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２-２ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 

「できない」割合は、加齢に伴い高くなり、特に女性・85 歳では約５

割です。 

 「できるし、している」の割合が 74.6％と最も高く、次いで「でき

ない」が 12.5％、「できるけどしていない」が 11.0％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 15.9％、「男

性」が 7.7％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 45.0％、「85～89 歳」が 38.9％、「80～84 歳」が 30.6％

と、年齢が高いほど割合が高くなり、特に 85 歳以上での割合が高く

なっています。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性

-85 歳以上」が 49.0％、「男性-85 歳以上」が 23.3％と、「男女」

差は 25.7 ポイントです。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 52.3％、「一般高齢者」が 10.3％です。 

 「できない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「（あまり）よ

くない」が 29.7％、「（とても・まあ）よい」が 7.0％です。 

 

 



 

25 

 



 

26 

 
 

２-３ 15 分位続けて歩いていますか 

「できない」方の割合は、年齢が上がるほど高くなる傾向があり、特

に 85 歳以上の女性で顕著です。 

 「できるし、している」の割合が 68.1％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 20.7％、「できない」が 9.8％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 12.3％、「男

性」が 6.3％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 43.3％、「85～89 歳」が 29.6％、「80～84 歳」が 14.3％、

「75～79 歳」が 9.9％と、年齢が高いほど割合が高くなっていま

す。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性

-85 歳以上」が 40.3％、「男性-85 歳以上」が 19.2％と、「男女」

で 21.1 ポイントの差があります。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 40.4％、「一般高齢者」が 8.1％です。 

 「できない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が

25.8％、「よい」が 4.8％です。 
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転倒に関すること  

２-４ 過去１年間に転んだ経験がありますか 

転倒経験は、年齢が上がるほど高くなる傾向があります。「男女」別

では「女性」のほうが高く、特に 85 歳以上の女性で高い割合となっ

ています。 

 「ない」の割合が 66.2％と最も高く、次いで「１度ある」が 21.5％、

「何度もある」が 10.6％の順です。 

 「何度もある」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 10.8％、

「男性」が 10.3％と「男女」の差は僅かです。また、「性別×年齢

（３区分）」別にみると、「女性-85 歳以上」が 24.2％、「男性-

85 歳以上」が 16.4％と、男女の差は 7.8 ポイントです。 

 「何度もある」と「１度ある」を合わせた割合は「全体」では 32.1％

で、「男女」別にみると、「女性」が 33.9％、「男性」が 29.5％で

す。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳以上」が 56.7％、

「85～89 歳」が 45.1％、「80～84 歳」が 43.2％と、80 歳以上

の割合が高いです。 

 「何度もある」と「１度ある」を合わせた割合を「要介護度等区分」

別にみると、「要支援１・２」が 58.7％、「一般高齢者」が 30.6％

です。 

 「何度もある」と「１度ある」を合わせた割合を「主観的健康感」別

にみると、「よくない」が 46.2％、「よい」が 27.2％です。 

 「何度もある」と「１度ある」を合わせた割合を「日常生活圏域」別

にみると、「金木圏域」が 34.5％、「五所川原圏域」が 31.7％、

「市浦圏域」が 28.1％です。 
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２-５ 転倒に対する不安は大きいですか 

転倒に対する不安は、「女性」、そして年齢が上がるほどその割合が

高く、特に 85 歳以上の女性では約８割が不安を感じています。 

 「やや不安である」の割合が 34.3％と最も高く、次いで「あまり不

安でない」が 30.3％、「不安でない」が 20.3％、「とても不安で

ある」が 13.9％の順です。 

 「とても不安である」と「やや不安である」を合わせた「不安である」

の割合は全体では 48.2％で、「男女」別にみると、「女性」が 56.9％、

「男性」が 35.7％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90

歳以上」が 73.3％、「85～89 歳」が 65.4％、「80～84 歳」が

63.6％、「75～79 歳」が 50.0％と、75 歳以上で高い割合です。 

 「とても不安である」と「やや不安である」を合わせた割合を「要介

護度等区分」別にみると、「要支援１・２」が 86.2％、「一般高齢

者」が 46.0％です。 

 「とても不安である」と「やや不安である」を合わせた割合を「主観

的健康感」別にみると、「よくない」が 71.8％、「よい」が 40.7％

です。 

 「とても不安である」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「市浦

圏域」が 13.8％、「金木圏域」が 14.9％、「五所川原圏域」が 10.1％

です。 
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外出の状況  

２-６ 週に１回以上は外出していますか 

年齢が上がるほど外出頻度が低くなり、特に女性・85 歳以上の４人

に１人が「ほとんど外出しない」と回答しています。 

 「週２～４回」の割合が 43.0％と最も高く、次いで「週５回以上」

が 33.6％、「週１回」が 16.5％、「ほとんど外出しない」が 5.9％

の順です。 

 「ほとんど外出しない」の割合を「年齢（６区分）」別にみると、「65

～69 歳」が 2.1％、「70～74 歳」が 3.7％、「75～79 歳」が 5.2％、

「80～84 歳」が 6.1％、「85～89 歳」が 18.5％、「90 歳以上」

が 25.0％と、特に 85 歳以上で高い割合です。 

 「ほとんど外出しない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみる

と、「男性-85 歳以上」が 12.3％、「女性-85 歳以上」が 24.2％

と、85 歳以上では女性が約 12 ポイント高くなっています。 

 「ほとんど外出しない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一

般高齢者」が 5.5％、「要支援１・２」が 11.9％です。 

 「ほとんど外出しない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よ

い」が 3.3％、「よくない」が 13.0％です。 

 「ほとんど外出しない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「五

所川原圏域」が 5.5％、「金木圏域」が 6.8％、「市浦圏域」が 9.0％

です。 
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２-７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 

「減った」と感じる割合は、年齢が高い層ほど高くなる傾向があり、

特に 85 歳以上の女性、１人暮らしの方、職歴のない方でその割合が

高くなっています。 

 「減っていない」の割合が 39.6％と最も高く、次いで「あまり減っ

ていない」が 31.6％、「減っている」が 23.8％、「とても減ってい

る」が 3.6％の順です。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合は「全体」で

は 27.4％で、「男女」別にみると、「男性」が 24.7％、「女性」が

29.2％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「85～89 歳」

が 48.1％、「90 歳以上」が 56.7％と、85 歳以上での割合が高く

なっています。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合を「要介護度

等区分」別にみると、「一般高齢者」が 25.6％、「要支援１・２」

が 58.7％です。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合を「家族構成」

別にみると、「１人暮らし」が最も高く 33.3％です。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合を「就労状態」

別にみると、「職歴なし」が 40.7％、「引退」が 31.3％、「職あり

（常勤・非常勤）」が 12.4％、「自営業」が 20.5％です。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合を「主観的健

康感」別にみると、「よい」が 20.0％、「よくない」が 52.1％です。 

 「とても減っている」と「減っている」を合わせた割合を「日常生活

圏域」別にみると、「五所川原圏域」が 26.6％、「金木圏域」が 30.7％、

「市浦圏域」が 27.0％です。 
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２-８ 外出を控えていますか 

外出を控える方の割合は、年齢が高いほど割合も高くなり、特に 85

歳以上の女性で高くなっています。 

 「はい（外出を控えている）」の割合は「全体」では 20.7％で、「男

女」別にみると、「女性」が 24.0％、「男性」が 16.0％です。また、

年齢（６区分）別にみると、年齢が高いほどその割合が高く、「90

歳以上」が 51.7％、「85～89 歳」が 48.8％と、特に 85 歳以上で

高くなっています。 

 「はい（外出を控えている）」の割合を「性別×年齢（３区分）」別

にみると、「女性-85 歳以上」が 56.4％で最も高く、「男性-85 歳

以上」が 35.6％となっており、85 歳以上では「男女」差は 20.8 ポ

イントです。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 53.2％、「一般高齢者」が 18.8％です。 

 「はい」の割合を「就労状態」別にみると、「職あり（常勤・非常勤）」

が 7.0％と最も低く、「職歴なし」が 34.0％と最も高くなっていま

す。 

 「はい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が 44.9％、

「よい」が 12.6％です。 

 「はい」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「市浦圏域」が 24.7％、

「五所川原圏域」が 21.2％、「金木圏域」が 17.7％です。 

 



 

37 

 



 

38 

 
 

２-８-１ 外出を控えている理由は､次のどれですか 

外出を控える最も多い理由は「足腰などの痛み」で、年齢が上がるに

つれて高くなり、特に「女性」や要支援の方で顕著です。また、「交

通手段がない」は「１人暮らし」の方で高くなっています。 

 「足腰などの痛み」の割合が 52.9％と最も高く、次いで「交通手段

がない」が 23.1％、「経済的に出られない」が 20.9％、「トイレの

心配(失禁など)」が 18.5％、「外での楽しみがない」が 16.8％の順

です。 

 外出を控えている理由を「男女」別にみると、「男性」は「足腰など

の痛み」が 37.9％と最も高く、次いで「経済的に出られない」が

23.5％、「トイレの心配(失禁など)」が 18.2％です。女性は「足腰

などの痛み」が 59.9％と最も高く、次いで「交通手段がない」が

29.2％、「経済的に出られない」が 19.7％です。 

 「足腰などの痛み」の割合を「年齢（６区分）」別にみると、90 歳

未満では年齢が高くなるほど割合が高く、「85～89 歳」が 70.9％

と最も高く、「65～69 歳」が 32.6％で最も低いです。 

 「足腰などの痛み」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支

援１・２」が 63.8％、「一般高齢者」が 51.1％です。 

 「交通手段がない」の割合を「家族構成」別でみると、「１人暮らし」

が 38.3％、「息子・娘との２世帯」が 21.7％、「その他」が 16.9％、

「夫婦２人暮らし」が 15.5％です。また、「日常生活圏域」別でみ

ると、「市浦圏域」が 36.4％、「金木圏域」が 26.2％、「五所川

原圏域」が 21.6％です。 

 「経済的に出られない」の割合を「経済的状況」別でみると、「苦し

い」が 33.3％、「ふつう」が 4.0％、「ゆとりがある」が 0.0％で

す。 

 「外での楽しみがない」の割合は、「主観的幸福度」別でみると、「不

幸（０～２点）」が 31.6％、「幸福（８～10 点）」が 20.0％、「や

や不幸（３～４点）」が 17.0％、「どちらでもない（５点）」が 13.5％、

「やや幸福（６～７点）」が 12.4％と、主観的幸福度が低いほどそ

の割合が低くなっています。 
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２-９ 外出する際の移動手段は何ですか 

年齢が高くなるほど、自分で自動車を運転する方の割合は低くなり、

人に乗せてもらう方の割合が高くなります。また、「男性」は「女性」

よりも自分で運転する割合が高く、「女性」は人に乗せてもらう割合

が高いです。 

 「自動車（自分で運転）」の割合が 63.3％と最も高く、次いで「徒

歩」が 38.4％、「自動車（人に乗せてもらう）」が 26.6％、「自

転車」が 15.5％、「路線バス」が 8.3％の順です。 

 「自動車（自分で運転）」の割合は、「男女」別でみると、「男性」

が 80.1％、「女性」が 51.5％です。また、「年齢（６区分）」別で

みると、「65～69 歳」が 80.5％、「70～74 歳」が 74.4％、「75

～79 歳」が 64.5％、「80～84 歳」が 45.6％、「85～89 歳」が

24.1％、「90 歳以上」が 11.7％です。 

 「自動車（人に乗せてもらう）」の割合は、「男女」別でみると、「男

性」が 12.5％、「女性」が 36.3％です。また、「年齢（６区分）」

別でみると、「65～69 歳」が 15.1％、「70～74 歳」が 20.5％、

「75～79 歳」が 24.6％、「80～84 歳」が 37.8％、「85～89 歳」

が 49.4％、「90 歳以上」が 68.3％です。 

 「徒歩」の割合は、「男女」別でみると、「男性」が 36.9％、「女

性」が 39.5％です。また、「年齢（６区分）」別でみると、「65～

69 歳」が 30.7％、「70～74 歳」が 39.5％、「75～79 歳」が

42.7％、「80～84 歳」が 41.8％、「85～89 歳」が 37.7％、「90

歳以上」が 41.7％です。 
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食べることについて 

ＢＭＩ  

BMI（ボディ・マス・インデックス）とは、体重（kg）÷ 身長（m）の

２乗で算出されます。肥満度や低体重（やせ）を判定するための国際的

な体格指数です。健康診断などで広く使われ、数値が 22 前後（標準体

重）だと病気にかかりにくいとされ、25 以上で「肥満」、18.5 未満で

「低体重（やせ）」と判定されます。 

 

３-１ 身長[cm]・体重[kg]を教えてください 

ＢＭＩ判定は「男性」は「女性」より「25.0 以上」の割合が高く、女

性は「18.5 未満」の割合が高くなっています。また、年齢が上がるほ

ど「25.0 以上」の割合は減少する傾向にあります。 

 ＢＭＩ判定は「18.5 以上 25.0 未満」が 63.5％と最も高く、次いで

「25.0 以上」が 26.2％、「18.5 未満」が 6.3％の順です。 

 ＢＭＩ判定を「男女」別でみると、「18.5 以上 25.0 未満」の割合

は、「男性」が 64.3％、「女性」が 62.8％で、「男女」差は僅かで

す。 

 「25.0 以上」の割合を「年齢別（６区分）」でみると、「65～84

歳」の各年齢層が 25～28％強、「85～89 歳」が 17.9％、「90 歳

以上」が 11.7％と、85 歳以上で低い割合です。 

 「18.5 以上 25.0 未満」の割合を要介護度等区分別でみると、「一

般高齢者」が 64.2％、「要支援１・２」が 50.5％です。 

 「18.5 以上 25.0 未満」の割合を主観的健康感別でみると、「よい」

が 65.9％、「よくない」が 56.4％です。 
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口腔や嚥下機能の状況  

口腔機能のうち咀嚼機能を問う設問です。口腔機能の低下を確認する

場合は、嚥下機能の低下を把握する「お茶や汁物等でむせることがあり

ますか」、肺炎発症リスクを把握する「口の渇きが気になりますか」も

併せて確認し、３設問のうち２設問に該当した場合は、口腔機能の低下

している高齢者になります。(参照 p.167) 

 

３-２ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 

「固いものが食べにくくなった」と感じる割合は、年齢と強い関連が

見られます。特に 80 歳以上でその割合が高くなる傾向があります。 

 「はい(食べにくくなった)」の割合は「全体」では 35.1％で、「男

女」別にみると、「男性」が 37.4％、「女性」が 33.4％と、「男

女」差は僅かです。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 58.3％、「85～89 歳」が 43.2％、「80～84 歳」が 40.5％

と、80 歳以上での割合が高くなっています。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-85

歳以上」が 48.3％、「男性-85 歳以上」が 45.2％と、85 歳以上で

は男女ともに５割弱です。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 50.5％、「一般高齢者」が 34.2％です。 

 「はい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が 49.9％、

「よい」が 30.6％です。 

 「はい」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸（０～２点）」

が 52.4％、「やや不幸（３～４点）」が 48.5％、「どちらでもな

い（５点）」が 41.6％、「やや幸福（６～７点）」が 35.9％、「幸

福（８～10 点）」が 27.4％と、幸福度が低いほどその割合が高くな

っています。 
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３-３ お茶や汁物等でむせることがありますか 

お茶や汁物等でむせる割合は、年齢が上がるほど高くなる傾向がみら

れるものの、90 歳未満では２割強から３割弱と、顕著な低下はみら

れません。なお、90 歳以上では４割と高い割合です 

 「いいえ」の割合が 73.3％、「はい」が 25.5％です。 

 「はい」の割合は全体では 25.5％で、「男女」別にみると、「男性」

が 26.6％、「女性」が 24.6％と、男女差は僅かです。また、「年

齢（６区分）」別にみると、「90 歳以上」が 40.0％と高く、「75

～89 歳」は 27～28％強、「65～74 歳」は 22～23％強です。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 34.9％、「一般高齢者」が 24.9％です。 

 「はい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が37.1％、

「よい」が 21.6％です。 
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３-４ 口の渇きが気になりますか 

口の渇きを訴える割合は、年齢が上がるにつれて高くなる傾向が見ら

れます。特に 85 歳以上の女性では約４割に達します。 

 「いいえ」の割合が 75.1％、「はい」が 23.1％です。 

 「はい」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 22.8％、「女性」

が 23.3％と、「男女」の差は僅かです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「65～69 歳」が 18.0％、「70～74 歳」が 19.4％、

「75～79 歳」が 23.8％、「80～84 歳」が 28.9％、「85～89 歳」

と「90 歳以上」が 33.3％と、年齢が高いほど割合が高くなってい

ます。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-85

歳以上」が 20.5％「女性-85 歳以上」が 39.6％と、男女差は 19.1

ポイントです。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」が

22.3％、「要支援１・２」が 37.6％です。 

 「はい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「（とても・まあ）

よい」が 18.3％、「（あまり）よくない」が 38.2％です。 
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３-５ 歯磨き(人にやってもらう場合も含む)を毎日していますか 

歯磨きを毎日しない方の割合は、年齢が上がるほど高くなる傾向が見

られます。特に 85 歳以上でその割合が高くなっています。 

 「はい」の割合が 88.9％、「いいえ」が 9.7％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 11.6％、「女

性」が 8.4％と、「男性」のほうが高い割合です。また、「年齢（６

区分）」別にみると、「85～89 歳」が 14.8％、「90 歳以上」が

16.7％と、85 歳以上での割合が高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-

85 歳以上」が 15.1％、「女性-85 歳以上」が 15.4％と、85 歳以

上では男女差は僅かです。 

 「いいえ」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が

13.5％、「よい」が 8.4％です。 

 「いいえ」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸（０～２点）」

が 26.2％、「やや不幸（３～４点）」が 13.1％、「どちらでもない

（５点）」が 10.8％、「やや幸福（６～７点）」が 8.9％、「幸福

（８～10 点）」が 7.4％と、主観的幸福度が低いほどその割合が高

くなっています。 
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３-６ 歯の数と入れ歯の利用状況をお教えください 

（成人の歯の総本数は､親知らずを含めて 32 本です） 

年齢が高いほど自分の歯が少なくなり、また入れ歯を利用する割合が

高くなります。特に 80 歳以上で顕著です。 

 「自分の歯は 19 本以下、かつ入れ歯を利用」の割合が 42.6％と最

も高く、次いで「自分の歯は 20 本以上、入れ歯の利用なし」が 26.0％、

「自分の歯は 19 本以下、入れ歯の利用なし」が 13.3％、「自分の

歯は 20 本以上、かつ入れ歯を利用」が 11.0％の順です。 

 「入れ歯を利用」の割合は 53.6％です。 

 「自分の歯は 19 本以下」の割合は 55.9％です。 

 「入れ歯を利用」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 54.9％、

「男性」が 51.8％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90

歳以上」が 76.7％、「85～89 歳」が 71.6％、「80～84 歳」が

68.7％、「75～79 歳」が 56.0％、「70～74 歳」が 49.0％、「65

～69 歳」が 38.0％と、年齢とともに高くなり、特に 80 歳以上で

高い割合です。 

 「入れ歯を利用」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援

１・２」が 67.9％、「一般高齢者」が 52.8％です。 

 「自分の歯は 19 本以下」の割合を「男女」別にみると、「男性」が

57.1％、「女性」が 55.1％です。また、「自分の歯は 19 本以下」

の割合を「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳以上」が 76.7％、

「85～89 歳」が 71.0％、「80～84 歳」が 62.6％、「70～74 歳」

が 54.8％、「75～79 歳」が 54.2％、「65～69 歳」が 47.1％と、

年齢とともに高くなり、特に 80 歳以上で高い割合です。 

 「自分の歯は 19 本以下」の割合を「要介護度等区分」別にみると、

「要支援１・２」が 73.4％、「一般高齢者」が 54.9％です。 
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３-６-１ 噛み合わせは良いですか 

噛み合わせが良いと回答した割合は、「女性」や 70 歳代でやや高い

傾向にあります。特に 90 歳以上では割合が大きく低下します。 

 「はい」が 73.1％、「いいえ」が 20.9％です。 

 「はい」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 75.5％、「男性」

が 69.7％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、90 歳未満

は年齢による差は僅かで、「90 歳以上」が 51.7％と、高い割合とな

っています。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」が

73.6％、「要支援１・２」が 65.1％です。 

 「はい」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「幸福（８～10 点）」

が 78.6％、「やや幸福（６～７点）」が 77.8％、「どちらでもな

い（５点）」が 66.6％、「やや不幸（３～４点）」が 54.6％と、幸

福度が高いほどその割合が高くなる傾向がみられます。 

 



 

55 

 



 

56 

 
 

３-６-２ 毎日入れ歯の手入れをしていますか 

「いいえ（手入れをしていない）」の割合は、「男性」は「65～74

歳」で高く、「女性」は「85 歳以上」で高くなっています。 

 「はい」が 91.6％、「いいえ」が 5.7％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 7.7％、「女性」

が 4.3％、「男女」差は 3.4 ポイントです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「90 歳以上」が 21.7％、「70～74 歳」が 7.5％、

「85～89 歳」が 5.2％、「65～69 歳」が 4.9％、「80～84 歳」

が 4.5％、「75～79 歳」が 2.9％です。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性」

は「65～74 歳」が 11.6％と最も高く、「女性」は「85 歳以上」が

11.4％と最も高く、「男性-85 歳以上」が 6.3％と、85 歳以上の「男

女」差は 5.1 ポイントです。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 8.1％、「一般高齢者」が 5.5％です。 
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食事  

３-７ ６か月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 

低栄養の傾向を問う設問です。 

 

年齢が高くなるほど体重減少を経験した方の割合が高くなる傾向が

見られます。また、「家族構成」では「１人暮らし」で割合が高くな

っています。 

 「はい」の割合は「全体」では 13.5％で、「男女」別にみると、「男

性」が 14.9％、「女性」が 12.5％です。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「70～74 歳」が 11.4％と最も低く、「90 歳以上」が

18.3％と最も高くなっています。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-85

歳以上」が 16.4％、「男性-75～84 歳」が 15.4％と、男性・75 歳

以上の割合が高いです。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 21.1％、「一般高齢者」が 13.0％です。 

 「はい」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」が 24.7％、

「よい」が 10.0％です。 
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３-８ どなたかと食事をともにする機会はありますか 

孤食の状況を問う設問です。 

 

「ほとんどない」と回答した割合は、「女性」よりも「男性」のほう

が高い割合となっています。「家族構成」別にみると、「１人暮らし」

の割合が高いです。 

 「毎日ある」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「月に何度かある」

が 13.9％、「年に何度かある」が 11.9％、「ほとんどない」が 11.1％、

「週に何度かある」が 8.3％の順です。 

 「ほとんどない」の割合は「全体」では 11.1％、「男女」別にみる

と、「男性」が 15.1％、「女性」が 8.2％です。また、「年齢（６区

分）」別にみると、「75～79 歳」が 15.1％、「90 歳以上」が 15.0％

と、他の年齢区分と比べてやや高いものの、年齢による傾向はみられ

ません。「性別×年齢（３区分）」別では、「女性-65～74 歳」が

4.8％と最も低くなっています。 

 「ほとんどない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援

１・２」が 19.3％、「一般高齢者」が 10.6％です。 

 「ほとんどない」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」

が 23.9％と、高い割合となっています。 

 「ほとんどない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」

が 20.4％、「よい」が 8.0％です。 

 「ほとんどない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「五所川原

圏域」が 12.0％、「金木圏域」が 8.2％、「市浦圏域」が 5.6％で

す。 
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毎日の生活について 

物忘れについて  

４-１ 物忘れが多いと感じますか 

物忘れが多いと感じる方の割合は、年齢が上がるにつれて高くなり、

65～69 歳では３割強であるのに対し、90 歳以上では７割弱に達し

ます。 

 「いいえ」の割合が 54.1％、「はい」が 44.3％です。 

 「はい」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 44.3％、「男性」

が 44.2％と、「男女」差はみられません。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「90 歳以上」が 66.7％、「85～89 歳」が 57.4％、

「80～84 歳」が 51.0％、「75～79 歳」が 47.4％、「70～74 歳」

が 41.5％、「65～69 歳」が 32.8％と、年齢が高いほどその割合が

高くなっています。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-85

歳以上」が 64.4％、「男性-85 歳以上」が 50.7％と、女性のほう

が高いです。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 59.6％、「一般高齢者」が 43.4％です。 
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４-２ 自分で電話番号を調べて､電話をかけることをしていますか 

「いいえ」の割合は、85 歳以上で高くなっています。 

 「はい」の割合が 86.4％、「いいえ」が 12.9％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 15.6％、「女

性」が 11.0％と、「男性」が 4.6 ポイント高くなっています。また、

「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳以上」が 35.0％と最も高

く、「75～79 歳」が 7.5％と最も低くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-

85 歳以上」が 24.7％、「女性-85 歳以上」が 22.1％と、85 歳以

上では男女の差は僅かです。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 24.8％、「一般高齢者」が 12.2％です。 
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４-３ 今日が何月何日かわからない時がありますか 

年齢が高いほど「はい」と回答する割合が高くなり、特に 90 歳以上

では６割となっています。 

 「いいえ」が 72.1％、「はい」が 26.1％です。 

 「はい」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 26.9％「女性」

が 25.5％と、「男女」の差は僅かです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「65～69 歳」が 17.4％と最も低く、「90 歳以上」が

60.0％と最も高くなっており、年齢が高いほどその割合は高くなる

傾向がみられます。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-

85 歳以上」が 65.8％、「女性-85 歳以上」が 48.3％と、85 歳以

上では男性が 17.5 ポイント高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」

が 73.4％、「要支援１・２」が 49.5％です。 
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日常生活について  

４-４ バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可） 

「できない」割合は、年齢が高いほど高くなっており、特に女性・85

歳以上では半数を超えます。 

 「できるし、している」の割合が 72.1％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 16.9％、「できない」が 9.5％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 12.5％、「男

性」が 5.3％、男女差は 7.2 ポイントです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「90 歳以上」が 53.3％、「85～89 歳」が 33.3％、

「80～84 歳」が 15.0％、「75～79 歳」が 6.7％、「70～74 歳」

が 4.5％、「65～69 歳」が 1.2％と、年齢が高いほどその割合が高

くなっており、特に 80 歳以上でその傾向が強くなっています。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、特に「女

性-85 歳以上」が 51.0％と高い割合です。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 46.8％、「一般高齢者」が 7.4％です。 
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４-５ 自分で食品･日用品の買物をしていますか 

「できない」の割合は、年齢が上がるにつれて高くなっており、特に

85 歳以上の女性では約３割に達します。 

 「できるし、している」の割合が 81.8％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 12.1％、「できない」が 5.2％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 6.5％、「男

性」が 3.4％です。また、年齢（６区分）別にみると、「90 歳以上」

が 36.7％、「85～89 歳」が 17.9％、「80～84 歳」が 7.8％、

「75～79 歳」が 3.6％、「70～74 歳」が 1.9％、「65～69 歳」

が 0.6％と、年齢が高いほどその割合が高くなっています。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、特に「女

性-85 歳以上」が 29.5％と高い割合です。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 29.4％、「一般高齢者」が 3.8％です。 
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４-６ 自分で食事の用意をしていますか 

女性は年代を問わず自分で食事を用意する割合が高く、男性は女性に

比べてその割合が低く、「できるけどしていない」の割合が高くなっ

ています。 

 「できるし、している」の割合が 74.1％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 18.8％、「できない」が 6.2％の順です。 

 「できるし、している」の割合を「男女」別にみると、「女性」が

92.3％、「男性」が 48.2％、「男女」差は 44.1 ポイントです。ま

た、年齢（６区分）別にみると、年齢が高くなるほどその割合が低く

なっており、「65～69 歳」が 83.8％と最も高く、「90 歳以上」

が 48.3％と最も低くなっています。 

 「できるし、している」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみる

と、「男性-85 歳以上」が 43.8％、「男性-75～84 歳」が 39.5％

と、男性・75 歳以上で低い割合となっています。 

 「できるし、している」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一

般高齢者」が 74.5％、「要支援１・２」が 67.9％です。また、「で

きない」の割合は、「一般高齢者」が 5.4％、「要支援１・２」が

20.2％となっています。 
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金銭や書類の管理について  

４-７ 自分で請求書の支払いをしていますか 

「できない」割合は、年齢が上がるほど高くなっており、特に 85 歳

以上の「女性」で顕著です。 

 「できるし、している」が 79.6％と最も高く、次いで「できるけど

していない」が 14.8％、「できない」が 4.8％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 5.1％、「男

性」が 4.5％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 35.0％、「85～89 歳」が 19.8％、「80～84 歳」が 6.1％、

「75～79 歳」が 2.0％、「70～74 歳」が 1.9％、「65～69 歳」

が 1.2％と、年齢が高くなるほどその割合が高くなっており、特に 85

歳以上でその傾向が強くなっています。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性

-85 歳以上」が 28.9％と、高い割合となっています。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 17.4％、「一般高齢者」が 4.1％です。 
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４-８ 自分で預貯金の出し入れをしていますか 

「できない」割合は、年齢が上がるにつれて高くなり、特に 85 歳以

上で高く、85 歳以上では「男性」よりも「女性」の割合が高くなって

います。 

 「できるし、している」の割合が 82.9％と最も高く、次いで「でき

るけどしていない」が 12.0％、「できない」が 4.6％の順です。 

 「できない」の割合を「男女」別にみると、男女ともに 4.6％です。

また、年齢（６区分）別にみると、「90 歳以上」が 35.0％、「85

～89 歳」が 16.7％、「80～84 歳」が 6.1％と、年齢が高くなるほ

どその割合が高くなっており、特に 85 歳以上での割合が高くなって

います。 

 「できない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性

-85 歳以上」が 25.5％、「男性-85 歳以上」が 13.7％と、85 歳以

上では女性の割合が高くなっています。 

 「できない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・

２」が 18.3％、「一般高齢者」が 3.8％です。 
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４-９ 年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか 

「いいえ」の割合は、年齢が上がるほど高くなっており、特に 85 歳

以上の「女性」は６割強と高い割合です。 

 「はい」の割合が 86.0％、「いいえ」が 13.4％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 14.3％、「男

性」が 12.1％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 61.7％、「85～89 歳」が 45.7％、「80～84 歳」が 20.1％、

「75～79 歳」が 8.9％と、年齢が高くなるほどその割合が高くなっ

ており、特に 80 歳以上での割合が高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-

85 歳以上」が 59.7％、「男性-85 歳以上」が 30.1％と、85 歳以

上の「男女」差は 29.6 ポイントです。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 45.9％、「一般高齢者」が 11.5％です。 
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社会動向や健康に対する関心  

４-10 新聞を読んでいますか 

「いいえ（読んでいない）」の割合は、女性や 65～74 歳、90 歳以

上でやや高い割合です。また、家族構成では「１人暮らし」の割合が

高いです。 

 「はい」の割合が 79.1％、「いいえ」が 20.3％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「女性」が 22.8％、「男

性」が 16.7％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が最も高く 26.7％、次いで「65～69 歳」が 25.9％、「70

～74 歳」が 22.9％と、65～74 歳の割合が高くなっています。一

方、「85～89 歳」が 14.8％、「80～84 歳」が 12.6％と、80 歳

代での割合が低いです。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-

65～74 歳」が 26.4％と最も高く、「男性-85 歳以上」が 6.8％と

最も低くなっています。（「男性-85 歳以上」の「はい（読んでい

る）」の割合は 93.2％と高い割合です。） 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 26.6％、「一般高齢者」が 19.9％です。 

 「いいえ」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」が 35.6％、

「その他」が 19.7％、「息子・娘との２世帯」が 15.1％、「夫婦２

人暮らし」が 13.4％です。 
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４-11 本や雑誌を読んでいますか 

本や雑誌を読む人の割合は、男性よりも女性のほうが高くなっていま

す。一方、新聞を読む人（前問）の割合は男性のほうが高くなってい

ます。年齢が上がるにつれて読む人の割合は低下し、特に 85 歳以上

では５割前後となっています。 

 「いいえ」の割合は全体では 34.8％、「男女」別にみると、「男性」

が 40.0％、「女性」が 31.1％です。また、「年齢（６区分）」別に

みると、「90 歳以上」が 55.0％、「85～89 歳」が 45.7％、「80

～84 歳」が 35.0％と、年齢が高いほどその割合が高く、特に 85 歳

以上の割合が高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-

85 歳以上」が 53.7％と最も高く、「女性-65～74 歳」が 26.2％

と最も低いです。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 46.8％、「一般高齢者」が 34.0％です。 

 「経済状況」別では、経済的にゆとりがある層ほど「はい（読んでい

る）」の割合が高くなっています。 
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４-12 健康についての記事や番組に関心がありますか 

健康記事や番組への関心は、全体的に高い傾向にあります。特に「女

性」は「男性」よりも関心が高く、「男性」は前期高齢者よりも後期

高齢者のほうが関心が高まりますが、「女性」は 85 歳以上になると

関心が低下しています。 

 「はい」が 86.3％、「いいえ」が 13.4％です。 

 「はい」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 78.7％、「女性」

が 91.6％、男女差は 12.9 ポイントです。また、「年齢（６区分）」

別にみると、「75～79 歳」が 90.1％、「80～84 歳」が 90.5％

と、75～84 歳の割合が高くなっています。一方、「90 歳以上」が

70.0％と最も低いです。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-65

～74 歳」が 94.1％と最も高く、次いで「女性-75～84 歳」が 93.4％

と、女性・85 歳未満の割合が高く、「男性-65～74 歳」が 72.8％

と最も低くなっています。 

 「はい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」が

86.6％、「要支援１・２」が 81.7％です。 

 「経済状況」別では、経済的にゆとりがある層ほど「はい（関心があ

る）」の割合が高くなっています。 
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友人などとの社会的関係  

４-13 友人の家を訪ねていますか 

友人の家を訪ねていない割合は、「女性」よりも「男性」、特に 85 歳

以上の男性で高い割合となっています。 

 「はい」の割合が 51.9％、「いいえ」が 47.3％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 54.2％、「女

性」が 42.5％、「男女」差は 11.7 ポイントです。「年齢（６区分）」

別にみると、「90 歳以上」が 70.0％、「85～89 歳」が 55.6％、

「80～84 歳」が 46.3％の順で、年齢が高くなるほどその割合が高

くなっており、特に 85 歳以上の割合が高くなっています。 

 「はい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-85

歳以上」が 68.5％と高い割合です。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 67.0％、「一般高齢者」が 46.2％です。 

 「いいえ」の割合を「主観的幸福度」別にみると、幸福度が高いほど

その割合が低く、「不幸（０～２点）」が 69.0％と最も高く、「幸

福（８～10 点）」が 38.2％と最も低くなっています。 
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４-14 家族や友人の相談にのっていますか 

「いいえ（相談にのっていない）」の割合は、「女性」より「男性」

のほうが高く、年齢が高くなるほど高くなっています。また、「家族

構成」では「１人暮らし」の割合が高いです。 

 「はい」と回答した割合は 76.5％、「いいえ」は 22.2％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 28.0％、「女

性」が 18.2％、「男女」差は 9.8 ポイントです。「年齢（６区分）」

別にみると、「90 歳以上」が 38.3％、「85～89 歳」が 30.9％、

「80～84 歳」が 26.5％、「75～79 歳」が 22.2％、「70～74 歳」

が 18.8％、「65～69 歳」が 18.5％と、年齢が高いほどその割合が

高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-

85 歳以上」が 36.9％、「男性-85 歳以上」が 24.7％と、85 歳以

上では「女性」の割合が高くなっています。  

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 38.5％、「一般高齢者」が 21.3％です。 

 「いいえ」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」が 29.7％

と最も高く、次いで、「その他」が 21.7％、「夫婦２人暮らし」が

19.6％、「息子・娘との２世帯」が 17.7％です。 

 「いいえ」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸（０～２点）」

が 57.1％、「やや不幸（３～４点）」が 49.2％、「どちらでもない

（５点）」が 29.8％、「幸福（６～７点）」が 19.5％、「幸福（８

～10 点）」が 12.9％と、幸福度が高いほどその割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 



 

89 

 



 

90 

 
 

４-15 病人を見舞うことができますか 

「いいえ（病人を見舞うことができない）」と回答した割合は、年齢

が上がるほど高くなっており、特に 85 歳以上の女性で高い割合とな

っています。 

 「はい」の割合が 83.0％、「いいえ」が 15.5％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 14.5％、「女

性」が 16.0％と、「男女」の差は僅かです。「年齢（６区分）」別

にみると、「65～69 歳」が 8.9％、「70～74 歳」が 11.4％、「75

～79 歳」が 13.3％、「80～84 歳」が 20.4％、「85～89 歳」が

32.7％、「90 歳以上」が 48.3％と、年齢が高いほどその割合が高

くなっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別でみると、「男性-

85 歳以上」が 19.2％、「女性-85 歳以上」が 45.6％と、85 歳以

上では女性の割合が高くなっています。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般高齢者」

が 13.4％、「要支援１・２」が 50.5％です。 

 「いいえ」の割合を「主観的幸福度」別にみると、幸福度が高いほど

割合が低く、「不幸（０～２点）」が 38.1％と最も高く、「幸福（８

～10 点）」が 10.5％と最も低くなっています。 
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４-16 若い人に自分から話しかけることがありますか 

若い人に自分から話しかける割合は、「男性」よりも「女性」のほう

が高くなっています。一方で、90 歳以上や「１人暮らし」の割合が低

いです。 

 「はい」の割合が 74.2％、「いいえ」が 24.5％です。 

 「いいえ」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 28.9％、「女

性」が 21.4％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90 歳

以上」が 40.0％と高い割合となっています。90 歳未満では各年齢

層ともに 20％台（20.4～27.9％）となっています。 

 「いいえ」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-

85 歳以上」が 31.5％と最も高く、「女性-65～74 歳」が 19.5％と

最も低いです。 

 「いいえ」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援１・２」

が 28.4％、「一般高齢者」が 24.3％です。 

 「いいえ」の割合を「家族構成」別にみると、「１人暮らし」が30.1％、

「夫婦２人暮らし」が 24.2％、「その他」が 23.5％、「息子・娘

との２世帯」が 19.3％です。 

 若い人に自分から話しかける傾向は、「女性」や就労している方、経

済的に安定している方で高いです。特に「自営業」や「息子・娘との

２世帯」でその割合が高くなっています。一方で、90 歳以上の高齢

の方や「１人暮らし」の方では、話しかける割合が低くなる傾向が見

られます。社会的な関わりが積極性に影響していると考えられます。 
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趣味や生きがい  

４-17 趣味はありますか 

「思いつかない」と回答する割合は、70 歳未満と 85 歳以上が高くな

っています。 

 「趣味あり」の割合が 63.5％、「思いつかない」が 32.3％です。 

 「思いつかない」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 36.4％、

「女性」が 29.3％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90

歳以上」が 48.3％と最も高く、次いで「85～89 歳」が 37.7％、

「65～69 歳」が 35.9％と、85 歳以上の年齢が高い層と 65～69

歳の年齢が低い層で割合が高くなっています。 

 「思いつかない」の「性別×年齢（３区分）」別にみると、「女性-

85 歳以上」が 45.0％と最も高く、「女性-75～84 歳」が 24.6％

と最も低くなっています。 

 「思いつかない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援

１・２」が 52.3％、「一般高齢者」が 31.1％です。 

 「思いつかない」の割合を「経済的状況」別にみると、「苦しい」が

35.7％、「ふつう」が 30.2％、「ゆとりがある」が 24.0％です。 

 「思いつかない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」

が 44.9％、「よい」が 27.9％です。 

 「思いつかない」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸（０

～２点）」が 52.4％、「やや不幸（３～４点）」が 47.7％、「ど

ちらでもない（５点）」が 43.8％、「やや幸福（６～７点）」が 31.7％、

「幸福（８～10 点）」が 21.7％と、幸福度が高いほどその割合が低

くなっています。 

 「思いつかない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「金木圏域」

が 33.4％、「五所川原圏域」が 32.7％、「市浦圏域」が 19.1％で

す。 
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４-18 生きがいはありますか 

「思いつかない」割合は、「男性」、「女性」は 85 歳以上で高くな

っています。 

 「生きがいあり」の割合が 51.5％、「思いつかない」が 44.4％で

す。 

 「思いつかない」の割合を「男女」別にみると、「男性」が 49.9％、

「女性」が 40.6％です。また、「年齢（６区分）」別にみると、「90

歳以上」が 65.0％と高い割合となっています。90 歳未満の各年齢

の割合は 42.2～45.5％と、年齢による差は僅かです。 

 「思いつかない」の割合を「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男

性-65～74 歳」「男性-75～84 歳」「女性-85 歳以上」は 50％強

と、高い割合です。 

 「思いつかない」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「要支援

１・２」が 54.1％、「一般高齢者」が 43.9％です。 

 「思いつかない」の割合を「経済的状況」別にみると、「苦しい」が

52.2％、「ふつう」が 39.4％、「ゆとりがある」が 29.0％です。 

 「思いつかない」の割合を「主観的健康感」別にみると、「よくない」

が 63.6％、「よい」が 38.1％です。 

 「思いつかない」の割合を「主観的幸福度」別にみると、「不幸（０

～２点）」が 81.0％、「やや不幸（３～４点）」が 72.3％、「どち

らでもない（５点）」が 60.9％、「やや幸福（６～７点）」が 43.2％、

「幸福（８～10 点）」が 28.3％と、幸福度が高いほどその割合が低

くなっています。 

 「思いつかない」の割合を「日常生活圏域」別にみると、「五所川原

圏域」と「金木圏域」が 45.1％、「市浦圏域」が 29.2％です。 
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地域での活動について 

地域活動への参加状況  

５-１ 以下のような会・グループ等にどのくらいの頻度で参加していますか 

年間を通しての参加率は「⑦町内会・自治会」が高く、週単位での参

加率は「⑧収入のある仕事」が高くなっています 

 参加している割合が高いのは、「⑦町内会・自治会」が 30.0％で最

も高く、次いで「⑧収入のある仕事」が 26.9％、「③趣味関係のグ

ループ」が 21.7％、「①ボランティアのグループ」が 13.9％、「②

スポーツ関係のグループやクラブ」が 12.2％の順です。 

 参加頻度をみると、「⑧収入のある仕事」で「週１日以上」の割合が

高いです。一方、「⑦町内会・自治会」は「年に数回」の割合が高い

です。 
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５-２ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を

行って、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加

者として参加してみたいと思いますか 

住民有志活動への参加意向は、年齢が上がるにつれて低くなり、「女

性」のほうがやや高い傾向が見られます。 

 「参加してもよい」の割合が 44.6％と最も高く、次いで「参加した

くない」が 41.6％、「是非参加したい」が 5.8％、「既に参加して

いる」が 3.7％の順です。 

 「是非参加したい」と「参加してもよい」を合わせた「参加したい・

してもよい」の割合は「全体」では 52.4％、また、「男女」別にみ

ると、「女性」が 51.4％、「男性」が 48.9％、男女差は 2.5 ポイ

ントです。 

 「参加したい・してもよい」の割合を「年齢（６区分）」別にみると、

「65～69 歳」が 57.7％、「70～74 歳」が 53.3％、「75～79 歳」

が 53.2％、「80～84 歳」が 42.9％、「85～89 歳」が 33.9％、

「90 歳以上」が 23.3％です。 

 「参加したい・してもよい」の割合を「性別×年齢（３区分）」別に

みると、「男性-85 歳以上」が 39.7％、「女性-85 歳以上」が 26.8％

と、85 歳以上の「男女」差は 12.9 ポイントです。 

 「参加してもよい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、「一般

高齢者」が 45.6％、「要支援１・２」が 26.6％です。 
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５-３ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を

行って、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企

画・運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか 

「是非参加したい」と「参加してもよい」を合わせた割合は全体で約

３割で、年齢が上がるほど、また健康感や幸福度が低いほど低下する

傾向にあります。 

 「参加したくない」が 61.4％と最も高く、次いで「参加してもよい」

が 28.9％、「既に参加している」が 2.9％、「是非参加したい」が

2.4％の順です。 

 「是非参加したい」と「参加してもよい」を合わせた割合は、全体で

31.3％、「男女」別にみると、「男性」が 33.6％、「女性」が 29.8％

です。また、「性別×年齢（３区分）」別にみると、「男性-85 歳以

上」が 27.4％、「女性-85 歳以上」が 14.1％と、85 歳以上の男女

の差は 13.3 ポイントです。 

 「参加したい・してもよい」の割合を「要介護度等区分」別にみると、

「一般高齢者」が 32.0％、「要支援１・２」が 20.2％です。また、

「主観的健康感」別にみると、「よい」が 34.3％、「よくない」が

21.5％です。 

 「参加したい・してもよい」の割合を「主観的幸福度」別にみると、

「幸福（８～10 点）」が 36.8％、「やや幸福（６～７点）」が 30.7％、

「どちらでもない（５点）」が 25.3％、「やや不幸（３～４点）」

が 22.3％、「不幸（０～２点）」が 19.0％です。 
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